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大
東
急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五
の

訓
点
に
つ
い
て

月
　
　
本
　
　
雅
　
　
章

日
本
に
お
い
て
漢
文
の
訓
読
が
何
時
創
始
さ
れ
た
か
は
今
な
お
判
然
と
し
な
い
が
、
訓
点
の
記
入
が
奈
良
時
代
末
に
始
め
ら
れ
、
そ
れ
が

句
切
点
と
返
点
の
記
入
で
あ
っ
、
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
現
存
す
る
最
古
の
例
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
「
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
」
巻
第
五
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
返
点
に
つ
い
て
は
既
に
中
田
祝
夫
、
大
坪

（1）

併
治
、
築
島
裕
、
小
林
芳
規
の
諸
家
に
よ
っ
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
な
報
告
は
必
ず
し
も
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
筆
者
は
幸
い
に
平
成
十
一
年
春
に
原
本
を
詳
細
に
調
査
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
結
果
を
報
告
し
、
大
方
の
参
考
に
供

し
た
い
と
思
う
。

本
書
は
巻
子
本
一
巻
、
巻
首
を
欠
い
て
お
り
、
本
文
十
三
紙
を
存
し
て
い
る
。
茶
色
の
料
紙
（
麻
紙
か
）
に
一
紙
当
り
二
十
九
行
の
墨
界
線

を
施
し
て
あ
り
、
文
字
は
一
行
当
り
二
十
三
字
か
ら
二
十
四
字
で
書
写
し
て
い
る
。
料
紙
の
大
き
さ
は
縦
二
十
七
二
　
聖
横
は
概
ね
五
十

四
・
七
c
m
を
算
す
る
。
元
来
表
紙
・
軸
が
失
わ
れ
て
い
た
も
の
に
、
新
た
に
薄
茶
地
の
表
紙
と
杉
の
素
木
の
切
軸
を
補
っ
て
い
る
。
ま
た
、

巻
首
が
欠
け
て
い
る
た
め
本
来
の
外
題
と
内
題
は
存
し
な
い
が
、
尾
題
は
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
」
と
す
る
（
新
補
の
外
題
は
「
華
厳
刊
定
記



ここ、」

巻
一
首
欠
」
と
あ
る
）
。

本
書
は
現
在
十
三
紙
を
残
し
て
い
る
が
、
本
来
は
遥
か
に
長
い
巻
子
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
本
書
巻
第
五
は
「
大
日
本
続
蔵
経
」
第
一

輯
第
五
套
第
二
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
都
合
六
十
三
頁
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
現
存
部
は
末
尾
の
約
十
五
貢
に
相
当
す
る
に
過

ぎ
ず
、
要
す
る
に
現
存
部
は
本
来
の
四
分
の
「
嬉
満
た
な
い
の
で
あ
る
。
概
算
す
れ
ば
本
来
、
巻
第
五
は
五
十
五
紙
程
、
全
長
約
三
十
メ
ー

ト
ル
を
算
す
る
長
巻
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
朱
書
で
漢
数
字
の
記
入
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
返
点
と
見
ら
れ
る
。
以

下
に
そ
の
全
例
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
配
列
は
出
現
順
と
し
、
「
（
第
一
紙
）
」
等
は
原
本
の
紙
数
を
示
す
。
ま
た
、
本
書
に
は
朱
書

の
星
点
で
句
切
が
表
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
三
種
あ
っ
て
、
漢
字
本
文
の
右
下
に
あ
る
も
の
は
大
き
な
句
切
、
中
央
下
に
あ
る
も
の
は
小
さ

な
句
切
、
左
下
に
あ
る
も
の
は
返
点
を
兼
ね
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
右
下
の
句
切
は
「
。
」
、
中
央
下
の
句
切
り
は
「
・
」
、
左
下
の

返
点
兼
用
の
句
切
は
「
（
左
下
）
」
と
表
記
す
る
。

（
第
一
紙
）

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

　

一

l
、
哀
慾
等
者
悲
憐
人
天
懸
少
妄
欒
失
眞
常
襲
長
流
特
故
・

二

一

四

三

2
、
次
我
今
下
顕
封
尊
卑
己
・
離
我
慢
故
推
功
於
価
。

（
第
二
紙
）
四

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

一

3
、
今
此
烏
顕
明
烏
等
法
「
知
」
（
補
入
）
無
常
等
故
得
離
四
倒
於
常
等
相
心
元
俸
著
・

（
第
四
紙
）

三

　

　

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

4
、
此
地
亦
應
推
求
詰
問
第
二
地
行
相
及
果
乃
至
第
十
地
相
及
得
果
・

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

5
、
善
知
諸
地
障
封
治
成
壊
相
・
果
得
借
地
法
清
浄
（
左
下
）
時
行
虞
非
虞
殊
勝
相
（
左
下
）
不
退
樽
浄

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五
の
訓
点
に
つ
い
て

一
三
一
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四

　

二

　

　

　

一

　

　

　

三

6
、
則
能
成
前
随
諸
地
観
察
所
有
功
徳
・

三

　

　

　

　

二

　

一

7
、
四
是
放
下
結
前
思
惟
宜
應
遠
大
・

（
第
五
紙
）

二

　

　

　

一

8
、
十
願
具
生
了
普
因
・
謂
普
賢
行
生
国
也
・

（
第
六
紙
）

二

　

　

　

　

　

一

9
、
此
具
掠
鹿
顕
色
欲
封
治
故
説
不
浄

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

1
0
、
謂
烏
彼
不
信
由
惑
起
業
由
業
感
果
者
説
十
二
因
縁

二

　

　

　

　

　

　

　

一

1
1
、
方
可
烏
説
無
性
観
等
・
繹
多
貪
（
左
下
）
等
分
名

（
第
七
紙
）

二

一
三
二

1
2
、
無
著
故
我
慢
息
・
謂
菩
薩
不
以
自
具
持
戒
見
他
不
具
陵
彼
日
高
故
・

（
第
九
紙
）

二

　

　

一

1
3
、
科
有
二
相
・
一
分
二
方
便

二
一

1
4
、
十
中
一
親
心
浄
明
徹
見
法
性
目
深
・

（
第
十
紙
）二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
二
二
　
三

1
5
、
謂
説
十
二
有
支
相
縁
故
起
即
顕
流
弾
・
非
自
然
勝
性
等
起
相
縁
故
不
起

（
第
十
一
紙
）

二

　

　

　

　

　

　

一

1
6
、
一
「
者
」
（
白
書
抹
消
）
者
以
彼
無
色
定
多
恵
少

三

一

二

1
7
、
二
者
因
彼
欒
乗
便

二
　
三

一

　

二

　

一

1
8
、
此
亦
二
種
・
一
席
檀
大
乗
根
架
三
身
彿
十
力
境
界
者
乗
便



二

　

　

一

堕
後
菩
薩
具
足
下
結
間
中
度
脱
・

二

　

　

　

　

　

　

　

一

輿
第
九
答
前
紹
三
賛
種
使
不
断
絶
間
・

（
第
十
二
紙
）
三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

一

輿
亦
令
置
（
左
下
）
教
（
左
下
）
行
（
左
下
）
展
韓
不
断
亦
爾
・

一

二

三

輿
十
中
初
四
依
正
殿
・
謂
三
業
及
土
・

（
第
十
三
紙
）
三

二

　

　

　

　

一

輿
二
明
答
結
因
成
果
徳
間
中
無
別
行
相

五

二

　

　

　

一

四

　

三

賀
今
此
答
申
品
有
両
句
。
由
束
間
中
初
二
句
寅
一
句
故
也

こ
の
例
に
お
い
て
、
漢
数
字
の
「
五
」
は
「
一
三
一
」
（
「
＝
≡
が
五
本
）
の
上
に
重
苦
さ
れ
、
「
四
」
は
「
＝
＝
」
（
「
＝
が
四
本
）
の

上
に
重
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
朱
筆
で
あ
る
。

二

輿
一
答
前
於
諸
如
来
應
正
等
費
百
千
阿
僧
祇
劫
修
菩
薩
行
所
集
法
蔵
悉
能
守
護
間

26、27、

右
の
「
答
」
字
は
「
若
」
字
に
朱
筆
で
加
画
し
て
「
答
」
と
し
、
更
に
そ
の
右
傍
に
白
書
で
「
答
」
字
を
記
し
て
い
る
。

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

二
答
前
開
示
「
演
」
（
補
入
）
説
時
諸
魔
外
道
不
能
阻
壌
間
・

二

　

　

　

　

　

　

　

一

三
答
前
撮
持
正
法
無
窮
轟
間
・

（
第
十
四
紙
）
二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

輿
四
答
前
於
一
切
世
界
演
説
法
時
十
（
「
十
時
」
を
顛
倒
符
に
よ
り
訂
正
）
王
守
護
間
・

二
一

2
9
、
第
二
横
根
三
業
。

二

　

　

　

　

　

　

　

一

輿
五
答
前
一
切
世
間
恭
敬
供
養
間
・

右
の
「
答
」
字
は
「
着
」
字
を
白
書
で
訂
正
し
て
右
傍
に
「
答
」
と
書
き
、
更
に
そ
の
右
傍
に
朱
書
で
「
答
」
字
を
記
し
て
い
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五
の
訓
点
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
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二

　

　

　

　

　

　

　

一

六
答
前
諸
彿
護
念
同
潅
頂
間
・

32、33、

34、

右
の
「
答
」
字
は
「
若
」
字
に
朱
筆
で
加
画
し
て
「
答
」
と
し
、
更
に
そ
の
右
傍
に
自
書
で
「
答
」
字
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
間
」

字
は
「
向
」
字
に
朱
書
で
「
門
」
字
を
重
書
し
て
「
間
」
と
し
て
い
る
。

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

由
彿
護
念
得
身
業
威
徳
無
能
映
蔽
（
左
下
）
語
業
威
徳
無
能
屈
辣
・

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

七
答
前
一
切
菩
薩
亦
皆
愛
敬
間
・

右
の
「
答
」
字
は
「
若
」
字
に
朱
筆
で
加
画
し
て
「
答
」
と
し
、
更
に
そ
の
右
傍
に
白
書
で
「
答
」
字
を
記
し
て
い
る
。

八
答
「
く
」
（
朱
書
自
書
抹
消
）
前
得
善
根
力
増
長
自
法
間
・

右
の
「
答
」
字
は
「
若
」
字
に
朱
筆
で
加
画
し
て
「
答
」
と
し
、
更
に
そ
の
右
傍
に
自
書
で
「
答
」
字
を
記
し
て
い
る
。

（
第
十
五
紙
）

二
一

3
5
、
間
益
物
滅
惑
。

右
の
「
益
」
字
は
「
答
」
字
の
右
傍
に
白
書
で
記
し
て
い
る
。

二

本
書
は
唐
の
慧
苑
の
著
述
に
な
る
八
十
巻
本
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」

意
義
・
発
音
を
説
く
の
で
は
な
く
、
華
厳
経
の
本
文
を
段
落
に
分
け
、

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
右
に
挙
げ
た
例
文
の
2
、
即
ち

次
我
今
下
顕
封
尊
卑
己
離
我
慢
故
推
功
於
傍

は
八
十
華
厳
の
巻
第
十
八
　
（
大
正
蔵
第
十
巻
、
九
十
五
貢
下
段
）
　
の

我
今
承
彿
威
神
之
力
薦
汝
於
中
説
其
少
分

（2）

（
八
十
華
厳
）
　
の
注
釈
書
で
あ
る
。
そ
の
注
釈
態
度
は
個
々
の
字
句
の

さ
ら
に
そ
れ
を
細
分
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
段
の
大
意
を
説
明
す
る



に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。

朱
書
で
記
入
さ
れ
た
漢
数
字
は
一
見
し
て
返
点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
初
期
の
訓
点
資
料
の
通
例
と
し
て
、
網
羅
的
に
記
入

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
・
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
漢
数
字
が
原
則
と
し
て
漢
字
本
文
の
右
傍
に
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
返
点
の
「
四
」
「
五
」

に
そ
れ
ぞ
れ
「
三
こ
「
三
≡
を
使
う
こ
と
の
あ
る
こ
と
（
堕
2
4
の
例
）
が
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
2
2
の
例
は
漢
数
字
が
行
の
上
か
ら
順
に

一
、
二
、
三
と
傍
書
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
返
読
を
示
す
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
思
う
に
こ
れ
は
「
依
正
厳
」
が
例
え
ば
「
正

殿
に
依
。
て
」
と
い
う
よ
う
に
返
読
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
Ⅰ
か
ら
下
へ
順
に
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
い
わ
ば
返
読
し
な
い
こ
と
を
示
す
符
号
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
こ
の
一
例
し
か
見
え
な
い
が
、
初
期
の
漢
数
字
に
よ
る
返

点
が
、
必
ず
し
も
返
読
の
み
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
文
字
の
読
ま
れ
る
べ
き
順
序
を
示
す
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示

（3）

唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
本
書
の
朱
書
の
漢
数
字
が
何
時
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
た
い
。
本
書
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

（
本
文
と
同
筆
）
　
「
無
上
菩
提
因
近
事
智
鏡
」

（
別
筆
こ
「
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
十
一
月
廿
三
日
於
東
大
寺
輿
新

羅
正
本
自
校
勘
畢
以
此
善
根
生
ミ
之
中

殖
金
剛
種
断
一
切
障
共
諸
含
識
入
無
寺
門
」

（
別
筆
二
）
「
以
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
八
月
十
二
日
興
唐
正
本
相
封
校
勘
取
捨

得
失
楷
定
此
本
後
学
存
意
可
幸
察
耳
目
後
諸

巻
亦
同
此
臭
吏
不
録
勘
年
目
等
也
」

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五
の
訓
点
に
つ
い
て

一
三
五
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こ
れ
に
よ
れ
ば
智
鏡
な
る
僧
が
書
写
し
た
本
文
を
、
延
暦
二
年
に
東
大
寺
に
於
い
て
某
人
が
「
新
羅
正
本
」
を
以
て
校
勘
し
、
更
に
恐
ら
く

は
同
人
が
延
暦
七
年
に
今
度
は
「
唐
正
本
」
に
よ
っ
て
「
対
校
」
し
、
そ
の
「
得
失
を
取
捨
」
し
て
こ
の
本
を
「
楷
定
」
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
（
右
の
「
別
筆
こ
と
「
別
筆
二
」
は
互
い
に
同
筆
で
あ
ろ
う
）
。
本
書
に
は
漢
字
本
文
に
対
す
る
墨
書
の
訂
正
・
校
異
、
白
書
の
訂
正
・

校
異
、
朱
書
の
訂
正
・
校
異
が
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
ど
れ
が
延
暦
二
年
の
奥
書
、
同
七
年
の
奥
書
に
対
応
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
中

で
朱
書
の
漢
数
字
（
返
点
）
　
の
年
代
が
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

筆
者
（
月
本
）
　
は
原
本
に
よ
り
次
の
よ
う
な
知
見
を
得
た
。

A
朱
書
の
訂
正
・
校
異
に
は
二
筆
あ
る
ら
し
い
。

例
え
ば
第
四
紙
に

六
力
用
者
謂
虞
非
虞
等
十
種
智
力
故
・

と
あ
る
が
、
右
の
「
虞
」
字
（
二
箇
所
）
は
い
ず
れ
も
墨
の
「
更
」
字
の
右
傍
に
朱
書
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
二
字
は
他

の
朱
書
に
比
し
て
棺
濃
い
色
合
い
を
示
し
て
い
る
。
同
様
の
濃
い
朱
書
は
他
に
六
箇
所
ほ
ど
確
認
で
き
た
。

B
漢
数
字
の
返
り
点
は
通
常
の
朱
書
（
即
ち
濃
く
な
い
方
の
朱
書
）
で
書
か
れ
て
い
る
ら
し
い
。

濃
い
朱
書
の
漢
数
字
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

C
二
筆
の
朱
書
の
先
後
関
係
は
分
か
ら
な
い
。

D
自
書
の
訂
正
・
校
異
と
朱
書
（
通
常
）
の
訂
正
・
校
異
と
で
は
朱
書
の
方
が
新
し
い
場
合
が
多
い
。

同
一
の
漢
字
本
文
に
対
し
、
白
書
と
朱
書
が
重
ね
て
記
し
て
あ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、
白
墨
と
朱
の
重
な
り
の
様
子
を
見
る
こ
と
で

ど
ち
ら
が
相
対
的
に
古
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
第
四
紙
に

五
境
界
者
所
化
衆
生
多
少
異
故
・



と
あ
る
が
、
こ
の
「
五
」
字
は
ま
ず
墨
の
「
巳
」
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
白
書
の
T
」
印
で
こ
れ
が
訂
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
右
傍
に
「
共
」
字
が
自
書
さ
れ
る
。
そ
の
後
そ
れ
に
重
ね
て
朱
書
の
「
五
」
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様

の
例
は
他
に
三
箇
所
ほ
ど
認
め
ら
れ
た
。

E
前
項
と
は
逆
に
、
白
書
の
訂
正
・
校
異
の
方
が
朱
書
（
通
常
）
の
訂
正
・
校
異
よ
り
も
新
し
い
と
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
第
十
四
紙
で
「
九
答
前
開
聞
諸
悌
甚
密
法
」
の
「
答
」
字
は
「
若
」
字
に
朱
書
で
加
画
し
て
「
答
」
と
し
、
更
に
右
傍
に
「
答
」

と
白
書
し
て
い
る
。
同
様
の
例
は
前
節
の
例
3
4
に
も
見
ら
れ
る
。

F
朱
書
l
自
書
1
朱
書
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。

前
項
に
似
た
例
で
あ
る
が
、
「
若
」
字
に
朱
書
で
加
画
し
て
「
答
」
と
し
、
そ
の
右
傍
に
「
答
」
と
白
書
す
る
。
更
に
こ
の
白
書
の
「
答
」

の
右
傍
に
朱
書
の
漢
数
字
「
二
」
を
記
入
す
る
。
こ
れ
は
前
節
に
挙
げ
た
例
箪
∵
輿
3
3
に
見
ら
れ
る
。

G
白
書
の
訂
正
・
校
異
と
朱
書
（
濃
い
も
の
「
の
訂
正
・
校
異
の
先
後
関
係
は
分
か
ら
な
い
。

H
白
書
が
一
種
類
に
限
ら
れ
る
か
、
或
い
は
複
数
種
あ
る
か
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
る
と
、
朱
書
や
自
書
の
先
後
関
係
が
不
分
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
筆
が
延
暦
二
年
と
同
七
年
の
奥
書
に
そ
れ
ぞ

れ
対
応
す
る
か
を
指
摘
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
現
段
階
で
は
朱
書
の
漢
数
字
が
延
暦
二
年
と
同
七
年

（4）

の
奥
書
の
ど
ち
ら
か
に
対
応
す
る
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
く
ら
い
に
理
解
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

三

慧
苑
の
「
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
」
は
撰
述
か
ら
遠
か
ら
ず
し
て
本
邦
に
将
来
さ
れ
た
ら
し
い
。
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
十
二
月
二
十
日

の
東
大
寺
華
厳
供
所
膜
に
は
「
刊
定
記
」
の
書
写
の
こ
と
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
書
写
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
最
も

（5）
古
い
。
そ
の
後
も
奈
良
時
代
に
は
書
写
が
あ
る
程
度
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
澄
観
の
「
華
厳
経
疏
」
（
七
八
七
）
が
伝
わ
っ
て
か
ら

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五
の
訓
点
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
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三
八

（6）

は
八
十
華
厳
の
注
釈
と
し
て
は
澄
観
の
書
が
重
視
さ
れ
、
「
刊
定
記
」
は
余
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
「
刊
定

記
」
の
古
写
本
は
極
め
て
少
な
い
。
大
東
急
記
念
文
庫
本
以
外
の
現
在
知
ら
れ
て
い
る
室
町
時
代
以
前
の
古
写
本
に
は
左
記
の
も
の
が
あ
る

に
過
ぎ
な
い
。

○
小
川
広
巳
氏
蔵
本

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
本

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
本

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
本

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
本

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
本

巻
第
八
本

巻
第
九

巻
第
十
三

巻
第
十
三
　
（
別
本
）

巻
第
二

巻
第
九

一
巻
　
　
奈
良
時
代
末
期
写

一
巻
　
　
奈
良
時
代
末
期
写

一
巻
　
　
奈
良
時
代
末
期
写

一
巻
　
　
奈
良
時
代
末
期
写

一
巻
　
　
平
安
時
代
初
期
写

一
巻
　
　
平
安
時
代
初
期
写

（7）

右
の
う
ち
東
大
寺
図
書
館
蔵
の
五
本
は
互
い
に
い
ず
れ
も
筆
者
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
大
東
急
記
念
文
庫
本
は

奥
書
か
ら
見
て
必
ず
や
東
大
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
中
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
と
僚
巻
で
あ
っ
た
も

（8）

の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
で
も
奈
良
時
代
末
期
写
の
巻
第
九
に
は
朱
書
に
よ
る
本
文
の
訂
正
と
句
切
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
大

東
急
記
念
文
庫
本
の
よ
う
な
返
点
が
あ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

古
く
華
厳
関
係
の
仏
典
に
は
次
の
よ
う
に
句
切
点
や
返
点
の
み
が
加
点
さ
れ
て
い
る
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。

○
華
厳
要
義
問
答
　
　
延
暦
寺
蔵
　
　
　
二
巻
　
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
写

○
華
厳
文
義
要
決
　
　
佐
藤
達
次
郎
旧
蔵
一
巻
　
八
〇
〇
年
頃
写

こ
れ
ら
は
訓
点
の
記
入
が
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
の
原
初
的
な
形
態
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
も
の
と
見
え
る
。
即
ち
、
日
本
に
お
け
る
訓
点
創

（9）

始
の
場
の
少
な
く
と
も
一
つ
は
奈
良
の
華
厳
専
攻
の
学
僧
の
社
会
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
回
取
り
上
げ
た
「
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
」
の
加
点
状
況
は
こ
の
よ
う
な
一
連
の
も
の
と
合
せ
て
今
後
な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で



あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
一
端
を
報
告
し
た
次
第
で
あ
る
。

注（
1
）
　
中
田
祝
大

同
大
坪
併
治

築
島
　
裕

小
林
芳
規

『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
訳
文
篇
』
「
訓
点
資
料
解
題
」
、
昭
和
二
十
九
年

「
平
安
時
代
の
国
語
」
（
土
井
忠
生
編
『
日
本
語
の
歴
史
』
所
収
、
昭
和
三
十
二
年
）

『
訓
点
語
の
研
究
』
「
反
点
の
発
達
」
、
昭
和
三
十
六
年

『
平
安
時
代
語
新
論
』
第
二
篇
第
一
章
、
昭
和
四
十
四
年

「
返
点
の
沿
革
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
五
十
四
韓
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
）

ま
た
、
こ
の
資
料
の
解
説
は
川
瀬
一
馬
『
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
　
俳
書
之
部
』
（
昭
和
三
十
一
年
）
に
見
え
る
。

（
2
）
　
本
書
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
に
詳
し
い
。

李
恵
英
「
慧
苑
『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』
研
究
1
八
十
華
厳
経
の
翻
訳
と
教
体
論
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
3
」
、
平
成
七
年
十
月
）

同
　
「
慧
苑
と
『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』
」
（
「
南
都
仏
教
」
七
十
二
号
、
平
成
七
年
十
一
月
）

（
3
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注
（
1
）
小
林
論
文
に
前
掲
例
1
7
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。

（
4
）
　
こ
の
間
題
に
つ
い
て
先
行
研
究
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

大
坪
併
治
（
注
（
1
）
文
献
）

「
本
文
を
見
る
と
、
校
合
は
白
・
朱
両
墨
を
用
ゐ
て
ゐ
る
が
、
白
が
前
で
朱
が
後
で
あ
る
か
ら
、
白
が
延
暦
二
年
の
校
合
で
、
朱
が
同
七
年
の
校

合
と
推
定
さ
れ
る
」

築
島
裕
（
注
（
1
）
文
献
）

「
そ
し
て
、
上
述
の
句
読
点
、
返
点
等
は
そ
の
校
合
の
書
人
と
同
筆
の
や
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
も
延
暦
二
年
・
七
年
の
筆
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
」

小
林
芳
規
（
注
（
1
）
文
献
）

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五
の
訓
点
に
つ
い
て
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「
返
点
の
現
存
す
る
最
古
の
使
用
例
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
華
厳
刊
定
記
の
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
朱
点
で
あ
る
」

（
5
）
　
注
　
（
2
）
　
第
二
論
文
。

（
6
）
　
　
（
5
）
　
に
同
じ
。

（
7
）
　
『
東
大
寺
蔵
国
宝
重
文
善
本
衆
英
』
東
大
寺
、
昭
和
四
十
三
年
四
月

（
8
）
　
長
笹
淳
伸
「
統
華
厳
略
疏
刊
定
記
巻
第
九
後
半
侠
文
追
捕
・
l
l
東
大
寺
図
書
館
蔵
古
写
本
二
種
に
よ
り
て
－
」
　
（
「
儒
教
学
研
究
」
第
五
号
、
龍
谷
大
学
仏
教

学
会
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
）

（
9
）
　
同
趣
旨
の
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る
　
（
注
（
1
）
築
島
文
献
、
二
九
貢
）
。

［
付
記
］
貴
重
な
原
本
の
閲
覧
に
際
し
て
は
大
東
急
記
念
文
庫
の
岡
崎
久
司
氏
、
村
木
敬
子
氏
の
格
別
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
甚
の
謝

意
を
表
し
た
い
。




